
本市の重層的支援体制整備事業の実施イメージについて

【現状】
相談の受け止め → 支援

代表的な相談窓口／所管課

＜相談＞

「どこに相談すればいいのか、
わからない」（複合・狭間）

分野

※下記の窓口への相談に狭間の部分がある場合には、「がじゅまる」に繋いでいる

市

民

子ども家庭支援センター/こども家庭支援課

こども発達センター/発達支援課

高齢者サポートセンター/介護福祉課高齢

基幹相談支援センター/障がい者支援課障がい

子ども

自立相談支援機関・生活保護窓口/生活支援課生活困窮

保健センター/健康支援課保健

各相談支援機関で、
課題解決に向け支援

必
要
に
応
じ

ケ
ー
ス
会
議
等
で
連
携
・
調
整

各相談支援機関の対象には狭間がある
（例：障がいにも生活困窮者にも該当しないひきこもり）

相
談
者
の
主
た
る
問
題
が
不
明
確
な
場
合
、

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
取
り
づ
ら
い

支援メニューの一部に、
社会参加に関する支援がある
（例：生活困窮分野での就労準備

支援事業）

制度の狭間の方の場合、継続的支援が難しい

制度の狭間の方が社会とのつながり
を回復するための支援や当該支援の
ための地域資源の把握が十分に行え
ていない

県が設置する
中核地域生活支援センター「がじゅまる」

受け止め・支援

地域ケアシステムの仕組みの中で、地域福祉関係者（例：自治（町）会関係者や民生委員・児童委員）での地域課題の共有・検討や、サロンの開催 など

地域づくりに向けた支援

【重層的支援体制整備事業実施後のイメージ】

市

民 子ども家庭支援センター/こども家庭支援課

こども発達センター/発達支援課

高齢者サポートセンター/介護福祉課高齢

基幹相談支援センター/障がい者支援課障がい

子ども

自立相談支援機関・生活保護窓口/生活支援課生活困窮

保健センター/健康支援課保健

各相談支援機関で、
課題解決に向け支援

必
要
に
応
じ

ケ
ー
ス
会
議
等
で
連
携
・
調
整

課題の整理
振り分け

（イニシアチブをとる）
残った狭間の部分について

課題解決に向け、継続的に支援
相談の受け止め
※SNS等も活用

制度の狭間の方の社会参加
に係る地域資源

地域資源を把握・創設し、
対象者をつなげる※具体的な実施方法は今後検討

支援メニューの一部に、
社会参加に関する支援がある
（例：生活困窮分野での就労準備

支援事業など）

地域ケアシステムの仕組みの中で、地域福祉関係者（例：自治（町）会関係者や民生委員・児童委員）での地域課題の共有・検討や、サロンの開催 など

地域づくりに向けた支援
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